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一類感染症 【法】エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱 

二類感染症 【法】急性灰白髄炎、結核、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（病原体がﾍﾞｰﾀｺﾛﾅｳｲﾙｽ属 SARS ｺﾛﾅｳｲﾙｽであ

るものに限る。）、中東呼吸器症候群（病原体がﾍﾞｰﾀｺﾛﾅｳｲﾙｽ属 MERS ｺﾛﾅｳｲﾙｽであるものに限る。）、鳥イン

フルエンザ（病原体がｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ A 属ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ A ｳｲﾙｽであってその血清亜型が H5N1 又は H7N9 であるも

のに限る。以下「特定鳥インフルエンザ」という。） 

三類感染症 【法】コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス 

四類感染症 【法】Ｅ型肝炎、Ａ型肝炎、黄熱、Ｑ熱、狂犬病、炭疽、鳥インフルエンザ（特定鳥インフルエンザを除く。）、

ボツリヌス症、マラリア、野兎病 

【政令】ウエストナイル熱、エキノコックス症、オウム病、オムスク出血熱、回帰熱、キャサヌル森林病、コ

クシジオイデス症、サル痘、ジカウイルス感染症、重症熱性血小板減少症候群（病原体がﾌﾚﾎﾞｳｲﾙｽ属 SFTS

ｳｲﾙｽであるものに限る。）、腎症候性出血熱、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、チクングニア熱、つつが虫病、

デング熱、東部ウマ脳炎、ニパウイルス感染症、日本紅斑熱、日本脳炎、ハンタウイルス肺症候群、Ｂウ

イルス病、鼻疽、ブルセラ症、ベネズエラウマ脳炎、ヘンドラウイルス感染症、発しんチフス、ライム病、

リッサウイルス感染症、リフトバレー熱、類鼻疽、レジオネラ症、レプトスピラ症、ロッキー山紅斑熱 

新型インフルエ

ンザ等感染症 

【法】新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、再興型コロナウイルス感染

症 

指定感染症 【政令】（現在は該当なし）  ※政令で指定。１年で失効するが、１回に限り延長可。 

新感染症 （現在は該当なし） 

その他 インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）、ノロウイルス、疥癬 

 ※上記感染症以外であっても、患者が集団発生した場合は届出が必要となります。 

 【法】感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 【政令】感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行令 


